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Lysosomal transporter SLC15A4 regulates Toll-like receptor 7/9-mediated 
antibody production 	 

  はじめに、この度	 Tadamitsu Kishimoto International Travel Awardを頂いたことをこ
の場を借りて深謝いたします。 
  私は2013年5月3日から7日まで、アメリカハワイ州のホノルルにおいて開催され
たアメリカ免疫学会(AAI Annual Meeting)に参加し、”Lysosomal transporter SLC15A4 
regulates Toll-like receptor 7/9-mediated antibody production”という演題にてポスター
発表して参りました。本学会は今回で100回目となる節目を記念してハワイという
風光明媚な立地で行われましたが、学会の内容は南国のゆるやかな気候とは違っ

て、最先端の研究結果を含むエキサイティングな発表が多く見られました。私が

大学院生時代から取り組んでいる自然免疫学の分野では、TLR7のプロテアーゼに
よる活性制御やTLR応答とオートファジー活性化の関係など、これまで明らかにさ
れてきた自然免疫の大きな枠組みから、より詳細な機構や生理学的な意義に焦点

をあてた解明が進んでいる印象を受けました。また、100回記念としてのこれまで
の免疫学の歩みを総括したトークは免疫学の歴史を知るよい機会となりました。	 

　また、学会会場では前任地であるRockefeller大学の元同僚達と意見交換を行うな
ど、異なった視点からのアドバイスをもらうことができました。 
今後も、B細胞における自然免疫応答と自己免疫疾患との関係について世界に発信
していきたいと考えています。 


